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主な内容主な内容

● 新体制でスタート
● 平成31年度予算

● ズバリ町政を問う！
● かけがえのない町の将来を

平成31年

２月臨時会
３月定例会
筆の都くまの
熊野町観光大使

ふでりん
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　　　スポーツ少年団
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熊野町輝け！ スポーツ少年
団熊野町輝け！ スポーツ少年
団
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　令和元年５月 10 日に、改選後初となる臨時会が招集され 16 人の議員が出席しました。
　臨時会では、議長、副議長の選挙や、各常任委員会委員、議会運営委員、監査委員などの選任を行い、新
しい体制のもとでの４年間の議会活動がスタートしました。
　議長、副議長、監査委員、広島県後期高齢者医療広域連合議員の任期は４年、常任委員会、議会運営委員会、
議会広報特別委員会の各委員の任期は２年です。

〜「熊野町に住んで良かった」と思える“まちづくり”のために〜議会新体制 16 人でスタート
議長に大瀬戸宏樹議員、副議長に山野千佳子議員

産 業 建 設
常 任 委 員 会

所管事務
建設部、水道部、農業
委員会など「建設部門」
に関する調査

文　　　教
常 任 委 員 会

所管事務
教育委員会など「教育
部門」に関する調査

委員長
尺
しゃくだ

田　耕
こうへい

平（41 歳）
① 萩原
② 無所属
③ ２回
④ 小さなことから
　 コツコツと

委員長
片
かたがわ

川　　学
まなぶ

（53 歳）
① 川角
② 無所属
③ ３回
④ 八風吹不動天辺月

副委員長
水
みずはら

原　耕
こういち

一（50 歳）
① 呉地
② 無所属
③ １回
④ 一日一生

副委員長
沖
おきた

田ゆかり（53 歳）
① 萩原
② 公明党
③ ３回
④ 報恩感謝

山
やまの

野千
ち か こ

佳子（76 歳）
① 川角
② 無所属
③ ８回
④ 一期一会

中
なかはら

原　裕
ひろゆき

侑（72 歳）
① 萩原
② 無所属
③ ９回
④  他人（ひと）に易し

く、己に厳しく

時
ときみつ

光　良
りょうぞう

造（59 歳）
① 新宮
② 無所属
③ ３回
④  “精進”初心忘れる

べからず！！

山
やまぶき

吹　富
とみくに

邦（68 歳）
① 東山
② 無所属
③ ７回
④ 大は小の積み重ね

光
こうもと

本　一
かずなり

也（60 歳）
① 城之堀
② 無所属
③ １回
④ 信頼・尊敬・思いやり

荒
あらたき

瀧　穂
ほづみ

積（60 歳）
① 呉地
② 無所属
③ ４回
④  郷土愛。故郷の山河

と同朋の命を守る

総 務 厚 生
常 任 委 員 会

所管事務
総務部、民生部、会計課など「総務・民生部門」に関する調査

委員長
竹
たけつめ

爪　憲
けんご

吾（65 歳）
① 中溝
② 無所属
③ ２回
④ 出会いは一生の宝、
　 人の輪こそ力の源

副委員長
中
なかしま

島　数
かずよし

宜（72 歳）
① 平谷
② 無所属
③ １回
④  「ありがとう」と感謝

の気持ちを忘れずに

大
お お せ ど

瀬戸宏
こうき

樹（60 歳）
① 出来庭
② 無所属
③ ５回
④ 至誠而不動者
　 未之有也

民
みんぽう

法　正
まさのり

則（61 歳）
① 中溝
② 無所属
③ ３回
④  姿即心。必要なものは

心のキャッチボール

諏
す わ も と

訪本　光
ひかる

（69 歳）
① 中溝
② 無所属
③ ２回
④ 至誠通天

福
ふくがうち

垣内邦
くにはる

治（51 歳）
① 萩原
② 無所属
③ １回
④ 衆人皆師

議
会
運
営
委
員
会

【
所
管
事
務
】
議
会
を
円

滑
に
、
効
率
的
に
運
営
す

る
た
め
に
、
常
任
委
員
会

と
は
別
に
設
置

委
員
長 

時
光　

良
造

副
委
員
長 

沖
田
ゆ
か
り

委　
　

員 

山
野
千
佳
子

 

片
川　
　

学

 

竹
爪　

憲
吾

 

尺
田　

耕
平

議
会
広
報
特
別
委
員
会

【
所
管
事
務
】「
く
ま
の
議

会
だ
よ
り
」
の
発
行
な
ど

（
P16
に
関
連
記
事
）

委
員
長 

諏
訪
本　

光

副
委
員
長 

竹
爪　

憲
吾

委　
　

員 

片
川　
　

学

 

沖
田
ゆ
か
り

 

中
島　

数
宜

 

光
本　

一
也

 

福
垣
内
邦
治

 

水
原　

耕
一

監
査
委
員

 

民
法　

正
則

広
島
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
議
員

 

諏
訪
本　

光

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
長　

大
瀬
戸
宏
樹

　

こ
の
た
び
の
臨
時
会

に
お
い
て
、
議
員
各
位

の
ご
信
任
に
よ
っ
て
議

長
と
い
う
大
役
に
ご
推

挙
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
、
ま
た
そ
の
責
務
の

重
大
さ
を
感
じ
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

こ
の
ご
期
待
に
そ
む

か
な
い
よ
う
常
に
自
分

を
律
し
、
も
と
よ
り
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
全
身
全
霊
を
傾
け

て
熊
野
町
の
発
展
の
た

め
、
そ
し
て
熊
野
町
議

会
発
展
の
た
め
に
働
い

て
参
る
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
の
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

年齢は 5/10 現在
①地区
②党派
③当選回数
④座右の銘
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災害に強いまちづくりを
〜豪雨災害からの復旧・復興を優先〜

※数字については、標記単位未満を四捨五入しています。

平成31年度一般会計予算案を可決

過去最大規模！
対前年度比  5億 7,532万円 (6.3％)の増
97億4,754万円

みんなのお金をどう使う？ 主要事業をピックアップ！
ハザードマップ作成

熊野第一小学校区、第三小学
校区のハザードマップ作成

1,712 万円

防災行政無線デジタル化

デジタル化により、情報収
集・伝達手段を確保

2 億 2,860 万円

東部地域防災センター（仮称）整備
熊野第二小学校体育館、東公
民館に代わる、東部地域の新
たな防災拠点施設として整備

6,172 万円

プレミアム商品券事業
非課税者及び３歳未満の子ど
もがいる世帯を対象に、プレ
ミアム付商品券を販売

3,906 万円

公共土木施設災害復旧

平成 30 年７月豪雨により被
災した公共土木施設の復旧

７億 1,555 万円

小中学校体育館照明改修
熊野第四小学校、熊野東中学校
体育館照明のＬＥＤ化

1,200 万円

小中学校ブロック塀改修

農地及び農業用施設災害復旧

平成 30 年７月豪雨により被災
した農地、農業用施設の復旧

３億 2,627 万円

歳
入
（
主
な
増
額
内
容
）
※
（　
　

）
内
は
、
前
年
度
予
算
→
今
年
度
予
算

国
庫
支
出
金
（
14
億
３
８
５
０
万
円 

→ 

20
億
４
９
２
万
円
）
＝
災
害
復
旧
費
負
担
金
・

補
助
金
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
補
助
金

県
支
出
金（
５
億
９
６
２
９
万
円 

→ 

６
億
６
１
３
８
万
円
）＝
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
費
県
費
負
担
金
、
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
交
付
金
、
小
規
模
崩
壊
地
復

旧
事
業
補
助
金

地
方
交
付
税
（
19
億
８
７
０
０
万
円 

→ 

21
億
６
１
０
０
万
円
）
＝
災
害
関
連
事
業
に

係
る
特
別
交
付
税
な
ど

歳
出
（
主
な
増
額
内
容
）
※
（　
　

）
内
は
、
前
年
度
予
算
→
今
年
度
予
算

消
防
費
（
５
億
２
１
６
１
万
円 

→ 

５
億
９
９
０
２
万
円
）
＝
常
備
消
防
運
営
事
務
事
業
、

災
害
予
防
及
び
応
急
対
策
事
業

災
害
復
旧
費（
０
万
円 

→ 

10
億
６
３
２
４
万
円
）＝
災
害
復
旧
事
業（
公
共
土
木
施
設
、

農
地
及
び
農
業
用
施
設
、
林
道
、
社
会
教
育
施
設
）

公
債
費
（
６
億
３
６
６
０
万
円 

→ 

６
億
４
８
５
５
万
円
）
＝
臨
時
財
政
対
策
債
等
の
元

利
償
還
金

一般会計予算　歳入総額　97 億 4,754 万円一般会計予算　歳出総額　97 億 4,754 万円

歳　入

町税
236,456

（24.3%）

繰入金
57,955

（6.0%）

諸収入
32,160

（3.3%）

分担金及び負担金
11,866

（1.2%）

その他
8,398

（0.9%）地方交付税
216,100

（22.2%）

国庫支出金
200,492

（20.6%）

町債
92,996

（9.5%）

県支出金
66,138

（6.8%）

その他
52,193

（5.2%）

依存財源
（64.3%）

自主財源
（35.7%）

歳　出
農林水産業費

6,433
（0.7%） その他

2,040
（0.2%）

民生費
354,537

（36.4%）
土木費

88,063
（9.0%）

公債費
64,855

（6.7%）

衛生費
63,138

（6.5%）

消防費
59,902

（6.1%）

災害復旧費
106,324

（10.9%）
総務費

105,654
（10.8%）

教育費
97,035

（9.9%）

商工費
15,295

（1.6%）

議会費
11,478

（1.2%）

地震等で倒壊の可能性がある、
熊野第一小学校・第三小学校、
熊野中学校のブロック塀を改修

3,511 万円

単位：万円単位：万円
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議
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制

当
初
予
算

予
算
審
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議
会
審
議

予
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審
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【
議　

員
】

　

対
前
年
度
比
で
増
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
事
業
予
定
は
。

【
町
長
】

　
「
熊
野
町
の
魅
力
づ

く
り
」
と
し
て
始
め
た

事
業
。
ハ
ー
ブ
等
の
栽

培
が
増
え
、
熊
野
の
特

産
品
化
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

【
議　

員
】

　

対
前
年
度
比
54
％
の

減
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
要
因
は
な
に
か
。

【
住
民
課
長
】

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を

使
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付

シ
ス
テ
ム
構
築
が
終
了

災害に強いまちづくりを

し
た
た
め
。

【
議　

員
】

　

対
象
学
年
を
６
年
生

ま
で
拡
大
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
支
援
員
の
増

員
及
び
報
酬
額
の
検
討

は
し
な
い
の
か
。

【
子
育
て
・
健
康
推
進
課
長
】

　

平
成
31
年
度
は
新
た

に
３
名
程
度
の
募
集
を

行
う
。
支
援
員
の
報
酬

も
検
討
し
な
が
ら
、
人

材
確
保
に
努
め
る
。

【
議　

員
】

　

消
費
税
が
10
月
か
ら

10
％
に
な
る
こ
と
に
伴

い
、
幼
児
教
育
無
償
化

に
関
し
て
、
昨
年
９
月

時
点
で
は
、
国
が
２
分

の
１
、
県
・
町
が
４
分

の
１
の
負
担
割
合
で

あ
っ
た
が
、
町
負
担
分

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
な
い
が
。

【
子
育
て
・
健
康
推
進
課
長
】

　

10
月
１
日
以
降
に
つ

い
て
、
全
額
国
費
負
担

と
伺
っ
て
い
る
。
昨
年

同
額
程
度
で
予
算
計
上

し
て
い
る
が
、
制
度
が

確
定
次
第
、
補
正
等
を

検
討
す
る
。

　【
議　

員
】

　

県
の
モ
デ
ル
事
業
で

あ
る
「
子
ど
も
の
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

内
容
は
。

【
子
育
て
・
健
康
推
進
課
長
】

　

何
ら
か
の
理
由
で
社

会
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

行
政
の
支
援
が
届
か
な

い
家
庭
、
子
育
て
支
援

が
必
要
な
家
庭
を
、
地

域
の
事
業
所
と
連
携
し

て
支
援
し
て
い
く
も
の
。

【
議　

員
】

　

復
旧
予
定
箇
所
数
は
。

【
建
設
部
次
長
】

　

事
業
の
対
象
と
な
る

町
内
７
箇
所
を
予
定
。

地
元
負
担
金
の
関
係
で

実
施
す
る
か
は
未
定
。

【
議　

員
】

　

道
路
改
良
も
道
路
維

持
も
災
害
復
旧
が
優
先

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

対
前
年
度
比
減
と
な
っ

て
い
る
が
、
地
権
者
の

了
解
が
得
ら
れ
て
い
る

も
の
は
早
急
に
実
施
す

べ
き
で
は
。

【
建
設
部
次
長
】

　

地
権
者
の
意
向
を
確

認
し
て
進
め
て
い
く
。

【
議　

員
】

　

完
成
後
、
毎
年
ど
れ

く
ら
い
の
売
り
上
げ
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

物
販
、
軽
食
等
の
提

供
に
つ
い
て
は
、
仮
設

に
よ
る
民
間
活
力
で
の

対
応
等
を
図
る
。
将
来

的
に
は
、
観
光
戦
略
の

練
り
上
げ
、
収
益
事
業

施
設
の
設
置
・
経
営
主

体
、
損
益
計
算
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
必
要
性

な
ど
、
事
業
化
検
討
に

際
し
精
査
し
て
い
く
。

【
議　

員
】

　

中
学
校
給
食
希
望
者

の
推
移
は
。

【
教
育
部
次
長
】

　

中
学
校
喫き
っ
し
ょ
く食
率
は
平

成
29
年
度
36.7
％
。
平
成

30
年
１
月
現
在
47.2
％
。

平
成
31
年
度
予
算
は

55
％
を
見
込
ん
で
計
上
。

【
議　

員
】

　

旧
中
公
民
館
解
体
工

事
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
旧

中
公
民
館
の
方
向
性
は
。

【
総
務
部
長
】

　

こ
れ
ま
で
利
用
し
て

い
た
全
国
書
画
展
覧
会

の
事
務
所
が
移
転
し

た
。
今
後
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
半
年
程
度
を

か
け
て
方
向
性
を
検
討

し
て
い
く
。

【
議　

員
】

　

災
害
時
、
町
民
体
育

館
に
経
産
省
が
空
調
設

備
を
設
置
し
た
が
、
空

調
用
の
電
気
代
の
計
上

が
な
い
。
利
用
で
き
な

い
の
か
。

【
危
機
管
理
監
】

　

全
面
使
用
を
し
な
い

場
合
の
料
金
設
定
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

常
時
の
使
用
を
想
定
し

て
お
ら
ず
計
上
し
て
い

な
い
。
大
き
な
大
会
等

で
の
使
用
に
つ
い
て

は
、
意
向
調
査
を
行
い

検
討
し
て
い
く
。

 

主
な
質
疑

　

３
月
13
日
か
ら
15
日
の
３
日
間
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

平
成
31
年
度
予
算
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

平成31年度予算審議
香
草
等

利
活
用
推
進
事
業

住
民
基
本
台
帳
事
業

放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業

保
育
所
運
営
事
業

次
世
代
育
成

支
援
対
策
事
業

小
規
模
崩
壊
地

復
旧
事
業

町
道
局
部
改
良
事
業

筆
の
里
工
房
周
辺

整
備
事
業

学
校
給
食
事
業

公
民
館
一
般
事
務

社
会
体
育
施
設

管
理
事
業

主 な 質 疑

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
③

Ｑ
．
エ
ア
コ
ン
及
び
室
外
機
の
設
置
場
所
は
、
最
適

な
場
所
を
考
慮
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
安
全
性

は
確
認
し
て
い
る
か
。

Ａ
．
室
外
機
の
設
置
場
所
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
や
犬
走
り

と
し
て
お
り
、
危
険
性
を
考
え
柵
で
囲
む
。

Ｑ
．
エ
ア
コ
ン
操
作
の
管
理
は
ど
う
す
る
の
か
。
各

教
室
で
の
管
理
と
な
れ
ば
、
生
徒
が
勝
手
に
操

作
す
る
な
ど
の
リ
ス
ク
も
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
．
エ
ア
コ
ン
操
作
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
職
員
室

で
集
中
管
理
を
行
う
。

Ｑ
．
コ
ス
ト
の
面
か
ら
、エ
ア
コ
ン
に
よ
る
暖
房
と
、

灯
油
に
よ
る
ス
ト
ー
ブ
と
の
併
用
を
考
え
て
い

る
か
。

Ａ
．
近
隣
の
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
エ
ア
コ
ン

と
ス
ト
ー
ブ
を
併
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

町
で
も
、
エ
ア
コ
ン
と
ス
ト
ー
ブ
の
利
用
状
況
を

比
較
し
、
適
切
な
使
用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

「
熊
野
第
一
小
学
校
東
校
舎
（
特
別
教
室
棟
）
大
規
模
改
造

工
事
請
負
契
約
」
の
変
更

　

仮
設
通
路
の
設
置
、
電
気
工
事
な
ど
の
仕
様
変
更
に
伴
い
、
工
事
請
負
金

額
を
147
万
円
増
額
し
、
８
４
４
１
万
円
と
す
る
変
更
契
約
を
専
決
処
分
し
た

と
の
報
告
を
受
け
た
。

ピックアップ①

（数値については表記単位未満を四捨五入しています）

「
選
挙
公
報
発
行
条
例
」
を
可
決

　

立
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
等
を
見
て
、
有
権
者
が
投
票
す
る
際
の

判
断
材
料
と
す
る
こ
と
で
、選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

熊
野
町
議
会
議
員
及
び
熊
野
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に
関

す
る
条
例
を
可
決

ピックアップ②
「
熊
野
町
立
小
学
校
空
調
設
備
設
置
工
事
請
負
契
約
」
及
び

「
熊
野
町
立
中
学
校
空
調
設
備
設
置
工
事
請
負
契
約
」
を
可
決

　

児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
な
ど
の
健
康
面
へ
の
配
慮

や
、
意
欲
を
も
っ
て
学
べ
る
学
習
環
境
へ
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町

内
の
小
中
学
校
へ
の
空
調
設
備
設
置
工
事
を
行
う
契
約
締
結
に
つ
い
て
可
決

　

工
事
の
完
了
見
込
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
９
月
30
日
を
予
定

〇 

請
負
金
額

　

・
小
学
校　

１
億
４
６
３
４
万
円

　

・
中
学
校　

７
６
６
８
万
円

ピックアップ③

〜平成 31 年第１回熊野町臨時会（２月）〜

議会審議をピックアップ！



くまの議会だより　第110号 ⑧⑨ くまの議会だより　第110号

議
会
新
体
制

当
初
予
算

予
算
審
議

一
般
質
問

議
会
新
体
制

当
初
予
算

予
算
審
議

一
般
質
問

議
会
審
議

議
会
審
議

気になる４件をピックアップ 町から諮問２件・議案 22件、議会から報告１件
（数値については表記単位未満を四捨五入しています）

主 な 質 疑

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
②

Ｑ
．
公
共
の
福
祉
を
考
え
れ
ば
、
簡
単
に
増
額
す
る

の
が
良
い
の
か
と
い
う
議
論
も
必
要
だ
が
、
見

直
し
に
よ
り
増
額
と
な
る
使
用
料
等
を
ど
う
利

用
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
．
平
成
29
年
度
の
実
績
で
考
え
れ
ば
、
約
530
万
円

の
増
額
と
な
る
。
一
般
財
源
と
し
て
、
施
設
の

管
理
運
営
等
に
充
当
し
て
い
く
。

Ｑ
．
利
用
団
体
に
よ
っ
て
は
、
年
間
の
使
用
料
を
計

画
的
に
積
み
立
て
る
な
ど
、
年
度
当
初
に
徴
収

計
画
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
が

10
月
か
ら
の
改
正
だ
と
年
度
途
中
に
会
費
の
増

額
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
問
題
が

発
生
す
る
と
思
う
が
。

Ａ
．
10
月
１
日
に
消
費
税
、
地
方
消
費
税
が
増
税
さ

れ
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
10
月
１
日
の
改
正
と

し
て
い
る
。
利
用
者
に
混
乱
が
起
き
な
い
よ
う

広
報
等
で
周
知
し
、
理
解
を
得
る
よ
う
に
努
め

る
。

Ｑ
．
公
共
施
設
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
減
免

措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
が
、
減
免

措
置
に
変
更
は
な
い
の
か
。
減
免
に
も
踏
み
込

ん
で
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
。

Ａ
．
今
回
の
改
正
は
、
減
免
措
置
は
対
象
外
。

Ｑ
．
今
回
の
よ
う
な
17
億
円
余
り
の
大
規
模
な
補
正

で
は
、
全
員
協
議
会
等
で
事
前
の
説
明
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

Ａ
．
極
め
て
大
き
な
額
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は

全
員
協
議
会
等
で
説
明
す
る
な
ど
対
応
し
た
い
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
④

Ｑ
．　

多
額
の
マ
イ
ナ
ス
補
正
だ
が
、
災
害
に
関
す

る
繰
越
事
業
、
規
模
を
縮
小
し
た
事
業
な
ど
の

説
明
を
。

Ａ
．　

約
17
億
円
の
減
額
の
う
ち
、
豪
雨
災
害
の
関

係
で
約
10
億
円
を
減
額
す
る
。
災
害
救
助
費
や

イ
ン
フ
ラ
、
土
砂
撤
去
な
ど
の
災
害
復
旧
・
復

興
に
伴
う
予
算
に
つ
い
て
、
最
大
値
で
計
上
し

て
い
た
が
、
事
業
の
進
捗
に
伴
う
不
用
額
等
に

つ
い
て
整
理
し
た
。

　
　

こ
の
10
億
円
の
ほ
か
に
、
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
期
間
を
繰

り
延
べ
た
こ
と
に
伴
い
、
約
２
億
３
０
０
０
万

円
減
額
す
る
。

Ｑ
．　

農
地
の
復
旧
事
業
が
４
億
６
０
０
０
万
円
減

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
予
算
が
厳
し
く
対
応
が

で
き
な
い
と
い
う
答
弁
と
矛
盾
し
な
い
か
。

Ａ
．　

農
地
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
４
月
以
降
に
発

注
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
な
ど
、
平
成
31
年
度

予
算
に
組
み
替
え
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

Ｑ
．　

３
月
ま
で
に
予
定
し
て
い
た
土
木
、
農
林
に

関
す
る
事
業
は
何
％
程
度
実
行
で
き
た
の
か
。

Ａ
．　

農
地
は
発
注
し
た
ば
か
り
で
、
完
了
し
た
も

の
は
数
％
。
道
路
、河
川
に
つ
い
て
は
概
ね
100
％
。

Ｑ
．　

児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
確
保
が
難
し
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
支
援
員
報
酬
が
減
額
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
当
初
の
見
込
み
よ
り
支
援
員
が
確

保
で
き
な
か
っ
た
か
ら
か
。

Ａ
．　

５
年
生
ま
で
対
象
学
年
を
拡
大
し
た
こ
と
に

伴
い
、
夏
休
み
の
ク
ラ
ス
を
増
と
し
て
い
た
が
、

実
際
は
常
時
ク
ラ
ス
を
増
設
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額
で
あ
る
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を
適
任
と
判
断
（
諮
問
）

○ 

片
川　
　

光 

氏

○ 

東　

都
茂
江 

氏

※
任
期
は
、
令
和
元
年
７
月
１
日
～
令
和
４
年
６
月
30
日

ピックアップ①
「
使
用
料
等
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
」
を
可
決

　

全
庁
的
な
使
用
料
等
の
見
直
し
実
施
に
伴
い
、「
熊
野
団
地
防
災
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
」
ほ
か
11
条
例
に
規
定
す
る
使
用
料
等

を
改
正
す
る
た
め
の
条
例
を
可
決

○
使
用
料
等
の
設
定
に
当
た
っ
て

　

・ 

実
際
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
算
出
し
、
統
一
的
な
基
準

に
よ
り
、
利
用
者
に
適
切
な
負
担
を
求
め
、
負
担
の
公
平
性
を
図
る
。

○
使
用
料

　

・ 

29
施
設
、
125
項
目
中
、
増
額
116
項
目
、
据
え
置
き
６
項
目
、
削
除
３
項
目

○
手
数
料

　

・
57
項
目
中
、
増
額
１
項
目
、
据
え
置
き
56
項
目

※
令
和
元
年
10
月
１
日
の
施
設
使
用
等
か
ら
適
用

ピックアップ②
「
熊
野
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
可
決

　

平
成
31
年
３
月
25
日
に
開
始
し
た
、住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
関
し
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
店
舗
内
の
端
末
機
で
「
印
鑑
登
録
証
明
書
」

の
申
請
及
び
受
取
り
を
可
能
と
す
る
た
め
の
条
例
を
可
決

ピックアップ③

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

歳
入
・
歳
出
と
も
17
億
２
５
２
６
万
円
の
減
額

総
額
104
億
１
１
９
０
万
円
に

【
主
な
内
容
】

　
　

 

災
害
関
連
事
業
等
の
事
業
執
行
見
込
み
に
よ
る
国
庫
支
出
金
や
県
支
出

金
、
町
債
の
減
額

　
　

災
害
関
連
事
業
に
係
る
特
別
交
付
税
は
増
額

　
　

 

総
務
部
門
（
２
億
５
２
２
９
万
円
減
）･･･

災
害
予
防
及
び
応
急
対
策

事
業
の
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
の
継
続
費
変
更
等

　
　

 

民
生
部
門
（
５
億
３
０
０
５
万
円
減
）･･･

事
業
執
行
見
込
み
に
よ
る

災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
、
災
害
救
助
事
業
経
費
等

　
　

 

建
設
部
門
（
８
億
８
５
５
６
万
円
減
）･･･

事
業
執
行
見
込
み
に
よ
る

農
地
及
び
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
経

費
等

　
　

 

教
育
部
門
（
５
７
３
６
万
円
減
）･･･

事
業
執
行
見
込
み
に
よ
る
災
害

救
助
事
業
経
費
等

ピックアップ④

（歳入）（歳出）

３月定例会（３月12日開会）



くまの議会だより　第110号 ⑩⑪ くまの議会だより　第110号

議
会
新
体
制

当
初
予
算

予
算
審
議

議
会
審
議

議
会
新
体
制

当
初
予
算

予
算
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

あなたが、気になる
「質問」はありますか？

質問議員６名　質問９項目

皆
さ
ん
の
「
く
ら
し
」
に
か
か
わ
る
こ
と
を
、
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

※ 紙面の関係により、質疑の一部のみを掲載させていただいています。
　 また、分かりやすい紙面にするために、趣旨が変わらない程度の編集を行っています。
　 なお、熊野町議会のホームページ（http://www.town.kumano.hiroshima.jp）から、一般質問の全ての内容を視聴することができます。

その他の
町行政

公
共
施
設

管
理
・
整
備

安心・安全

産
業
・
観
光
・

ま
ち
の
魅
力

子
育
て
支
援

・
教
育

豪
雨
災
害
支
援
金
の
使
い
道
は

東
部
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
は

豪
雨
災
害
を
受
け
て
今
後
の
河
川
管
理
は

熊
野
交
番
の
建
て
替
え
計
画
は

防
災
・
減
災
体
制
の
強
化
を

警
戒
区
域
の
避
難
路
は

災
害
後
の
状
況
と
今
後
の
計
画
は

熊
野
筆
の
将
来
は
大
丈
夫
か

乳
児
健
診
の
体
制
強
化
を

立
　
花 

議
員

民
　
法 

議
員

竹
　
爪 

議
員

民
　
法 

議
員

沖
　
田 

議
員

立
　
花 

議
員

時
　
光 

議
員

諏
訪
本 

議
員

沖
　
田 

議
員

P15 P14 P13 P12 P11

Q
A

乳児健診の体制強化を

〈子育て ・ 健康推進課長〉

医師や保健師、看護師、助産師との情報共有に努める。沖田ゆかり議員

【
Ｑ
１
】

　

乳
幼
児
全
戸
訪
問
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

【
Ａ
１
】

　

生
後
４
カ
月
ま
で
の
乳

児
が
い
る
全
て
の
家
庭
を

対
象
に
、
保
健
師
が
自
宅

を
訪
問
し
、
乳
児
と
母
親

の
心
身
の
健
康
状
態
や
養

育
環
境
の
把
握
、
母
乳
・

ミ
ル
ク
等
の
栄
養
相
談
、

育
児
相
談
、
要
支
援
家

庭
に
対
す
る
提
供
サ
ー
ビ

ス
の
検
討
等
を
行
っ
て
い

る
。
訪
問
率
は
97.6
％
。

【
Ｑ
２
】

　

乳
児
健
診
の
現
状
と
課

題
は
。

【
Ａ
２
】

　

疾
病
及
び
発
達
等
の
心

身
障
害
や
そ
の
他
の
異
常

の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
産
婦
の
出
産

後
の
体
調
把
握
や
、
育
児

不
安
を
軽
減
す
る
た
め
の

相
談
等
を
行
っ
て
い
る
。

受
診
率
は
90.2
％
。

　

未
受
診
者
へ
の
一
層
の

働
き
か
け
が
必
要
で
あ
る
。

【
Ｑ
３
】

　

乳
幼
児
全
戸
訪
問
で
先

天
性
疾
患
の
疑
い
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
乳
児
の
情

報
は
、
乳
児
健
診
の
際
に

医
師
に
提
供
さ
れ
て
い
る

の
か
。

【
Ａ
３
】

　

健
診
前
に
伝
え
、
重
点

的
に
診
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

【
Ｑ
４
】

　

疾
患
の
疑
い
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
乳
児
が
健
診

時
に
見
過
ご
さ
れ
手
術
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
。

【
Ａ
４
】

　

今
後
、
更
に
状
態
が
正

し
く
伝
わ
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
く
。

子育て支援
教 育

Q
A

熊野筆の将来は大丈夫か

〈副町長〉

後継者育成やイベント等の事業、筆文化の継承や情報発信等
の支援を行っている。

諏訪本 光議員

【
Ｑ
１
】

　

平
成
29
年
度
に
熊
野
町

商
工
会
等
が
実
施
し
た
国

内
筆
市
場
の
需
要
動
向
調

査
結
果
に
対
す
る
町
の
受

け
止
め
は
。

【
Ａ
１
】

　

最
終
報
告
に
よ
る
と

・ 

書
筆
と
画
筆
の
需
要　

の
拡
大
は
見
込
め
な
い

・ 

化
粧
筆
は
生
産
額
も　

順
調
に
伸
び
て
い
る

と
な
っ
て
い
る
。

　

概
括
的
な
傾
向
に
つ
い

て
、
町
の
認
識
と
共
通
し

て
い
る
。
今
後
、
対
応
す

べ
き
行
政
課
題
に
つ
い
て

は
、積
極
的
に
取
り
組
む
。

【
Ｑ
２
】

　

筆
産
業
の
振
興
に
関
し

て
、
町
の
発
言
ト
ー
ン
が

下
が
っ
て
い
る
。
新
た
な

取
り
組
み
も
見
え
て
い
な

い
。

　

対
応
す
べ
き
行
政
課
題

は
何
か
。
何
を
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

【
Ａ
２
】

　

な
か
な
か
難
し
い
問
題

で
あ
る
が
、
筆
事
業
所
、

筆
組
合
、
商
工
会
の
方
と

も
協
議
、
検
討
し
て
進
め

た
い
。

【
Ｑ
３
】

　

調
査
結
果
で
、
生
産
数

は
、
こ
の
30
年
間
に
、
書

筆
は
５
分
の
１
に
、
画
筆

は
10
分
の
１
に
減
少
し
て

い
る
。

　

関
係
者
の
努
力
に
よ

り
、
生
産
額
は
２
分
の
１

程
度
に
抑
え
て
い
る
。
こ

の
調
査
結
果
の
活
用
の
検

討
は
。

【
Ａ
３
】

　

後
退
的
な
面
も
あ
る

が
、調
査
結
果
な
ど
、デ
ー

タ
に
基
づ
く
関
係
者
と
の

協
議
を
今
後
も
進
め
る
。

産業
観光

まちの魅力

諦あ
き
らめ
て
は
い
け
な
い
。

　

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
！
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Q
A

災害後の状況と今後の計画は

〈町長〉

国の災害査定を終え、設計審査等の手順を経て
作業を進めている。

【
Ｑ
１
】

　

砂
防
ダ
ム
等
の
進
捗
は
。

【
Ａ
１
】

　

緊
急
事
業
と
し
て
砂
防

ダ
ム
５
カ
所
、
治
山
ダ
ム

８
カ
所
予
定
し
、
順
次
地

元
等
へ
説
明
し
、
平
成
31

年
度
末
ま
で
に
終
え
る
計

画
と
伺
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

河
川
の
復
旧
状
況
は
。

【
Ａ
２
】

　

県
管
理
河
川
で
は
二
河

川
の
護
岸
復
旧
工
事
が
発

注
済
み
で
、
熊
野
川
、
三

谷
川
に
つ
い
て
も
順
次
発

注
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

　

町
管
理
河
川
で
は
、
道

路
と
の
兼
用
護
岸
を
含
む

４
河
川
が
発
注
済
み
。

【
Ｑ
３
】

　

農
地
の
土
砂
撤
去
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

【
Ａ
３
】

　

比
較
的
被
害
の
少
な
い

箇
所
か
ら
農
業
者
の
意
向

を
確
認
し
進
め
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

農
地
に
つ
い
て
も
所
有

者
が
撤
去
し
た
場
合
、
事

後
償
還
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　

現
状
は
財
政
的
に
難
し

い
が
、
課
題
等
を
整
理
し

て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
５
】

　

防
災
重
点
た
め
池
15
カ

所
は
、
選
定
基
準
の
見
直

し
で
増
え
る
と
思
う
が
。

【
Ａ
５
】

　

15
カ
所
か
ら
120
カ
所
程

度
に
な
る
見
込
み
で
、
住

民
に
広
報
等
で
周
知
す
る
。

【
Ｑ
６
】

　

被
害
家
屋
の
解
体
後
の

税
の
取
り
扱
い
は
ど
う
か
。

【
Ａ
６
】

　

解
体
家
屋
に
固
定
資
産

税
は
か
か
ら
な
い
。

　

残
っ
た
土
地
「
被
災
住

宅
用
地
」
は
、
引
き
続
き

住
宅
用
地
と
見
な
し
、
２

年
間
住
宅
用
地
の
特
例
が

適
用
さ
れ
る
。

安 心
安 全

時光 良造議員

Q
A

警戒区域の避難路は

〈町長〉

スムーズな避難行動のため、既存道路の拡幅や別ルート新設
など、地区に見合った方法を検討する。

立花 慶三議員

【
Ｑ
１
】

　

こ
の
度
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
避
難
路
の
整
備
が
公

表
さ
れ
、
町
と
し
て
の
懸

命
な
取
り
組
み
に
誠
意
を

感
じ
て
い
る
。
一
方
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
は
関
連

地
域
の
方
に
も
詳
細
を
お

知
ら
せ
し
て
ほ
し
い
。

【
Ａ
１
】

　

大
原
ハ
イ
ツ
以
外
は
、

自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
、
土
地
所
有
者
等
と
協

議
の
整
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
可
能
な
限
り
国
費
を

活
用
し
て
進
め
た
い
。
具

体
的
な
箇
所
に
つ
い
て

は
、
予
算
や
土
地
提
供
者

と
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題

も
あ
り
、
今
の
時
点
で
の

回
答
は
控
え
る
。

【
Ｑ
２
】

　

今
の
答
弁
で
は
「
予
算

あ
り
き
」
に
聞
こ
え
る
。
本

来
、
住
民
の
安
全
を
守
る

こ
と
に
対
し
、
自
主
防
災

組
織
を
作
っ
て
も
ら
っ
て

か
ら
と
い
う
の
は
受
け
身

で
は
な
い
か
。
具
体
的
な

箇
所
に
つ
い
て
新
聞
紙
上

で
掲
載
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
具
体
的
に
答
え
て
も

い
い
の
で
は
。
山
す
そ
の

地
区
に
お
い
て
は
、
道
幅

の
狭
い
危
険
な
箇
所
が
た

く
さ
ん
あ
る
が
、
縦
方
向

に
逃
げ
る
よ
り
も
横
方
向

へ
の
避
難
路
が
重
要
と
思

う
が
、
そ
の
よ
う
な
計
画
は
。

【
Ａ
２
】

　

具
体
的
に
は
複
数
箇

所
、
考
え
て
い
る
が
こ
の

場
所
で
の
回
答
は
控
え
る
。

横
方
向
の
避
難
路
に
つ
い

て
は
確
か
に
拡
幅
オ
ン

リ
ー
で
は
な
い
。
横
方
向

が
適
切
か
、
技
術
的
に
可

能
か
も
検
証
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
が

横
方
向
に
出
来
れ
ば
理
想

だ
が
、
調
査
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

A
防災・減災体制の強化を

〈危機管理監〉

危機管理に関する研修等の受講や先進自治体との情報交換などを進めていく。

【
Ｑ
１
】

　

昨
年
の
土
砂
災
害
発
生

時
に
は
全
国
か
ら
多
く
の

支
援
物
資
が
届
い
た
が
、

全
て
被
災
者
に
提
供
さ
れ

て
い
る
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

被
災
者
に
提
供
す
る
と

と
も
に
、
な
か
に
は
賞
味

期
限
が
近
い
も
の
も
あ
り
、

期
限
が
過
ぎ
た
も
の
か
ら

廃
棄
処
分
し
た
も
の
と
、

町
内
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
に

提
供
し
た
も
の
が
あ
る
。

【
Ｑ
２
】

　

町
内
10
ヵ
所
の
避
難
所

全
て
に
備
蓄
倉
庫
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
が
。

【
Ａ
２
】

　

現
在
６
ヵ
所
に
分
散
し

て
保
管
し
て
い
る
が
、
避

難
所
と
な
っ
て
い
る
施
設

に
備
蓄
物
資
を
直
接
保
管

出
来
る
よ
う
調
整
す
る
。

【
Ｑ
３
】

　

職
員
が
災
害
対
応
や
避

難
所
運
営
に
携
わ
る
こ
と

に
よ
り
、
通
常
業
務
に
遅

れ
が
生
じ
、
町
税
の
口
座

引
き
落
と
し
が
２
ヵ
月
分

に
な
り
、
周
知
不
足
の
た

め
、
町
民
か
ら
多
く
の
苦

情
を
聞
い
て
い
る
が
。

【
Ａ
３
】

　

今
回
の
経
験
を
生
か
し

て
、
今
後
は
事
前
に
計
画

し
、
住
民
の
周
知
に
も
怠

り
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

【
Ｑ
４
】

　

職
員
は
数
年
で
異
動
す

る
た
め
、
町
内
の
特
徴
を

熟
知
し
た
防
災
の
専
門
職

員
を
育
成
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
。

【
Ａ
４
】

　

危
機
管
理
の
プ
ロ
で
あ

る
自
衛
官
Ｏ
Ｂ
の
採
用
を

考
え
て
い
る
。
来
年
、
も

し
く
は
再
来
年
に
は
専
門

職
員
を
採
用
し
た
い
。

Q
A

熊野交番の建て替え計画は

〈町長〉

建て替えは来年度実施と伺っている。町は町全域を見据えた
治安強化や町行政との連携の観点を踏まえるよう求めてきた。

民法 正則議員

【
Ｑ
１
】

　

役
場
前
の
町
有
地
を
県

警
が
交
番
用
地
と
し
て
使

用
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
契
約
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
現
在
の
交

番
の
跡
地
の
使
途
は
。

【
Ａ
１
】

　

関
連
条
例
等
に
基
づ
き
、

30
年
以
内
の
使
用
貸
借
契

約
を
締
結
す
る
予
定
で
あ

る
。
跡
地
の
使
途
は
承
知

し
て
い
な
い
。

【
Ｑ
２
】

　

新
し
い
交
番
は
、
相
談

に
立
ち
寄
る
町
民
用
の
駐

車
場
や
相
談
室
な
ど
が
整

備
さ
れ
る
か
。

【
Ａ
２
】

　

来
客
駐
車
場
２
台
分
と

相
談
室
が
設
け
ら
れ
、
警

察
官
や
交
番
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
る
。
パ
ト
ロ
ー

ル
等
で
無
人
の
場
合
は
、

窓
口
の
電
話
機
で
警
察
と

の
通
話
や
緊
急
通
報
が
で

き
る
体
制
が
と
ら
れ
る
も

の
と
理
解
し
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

移
転
す
れ
ば
初
動
対
応

が
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
西
部
地
域
住
民
の
不

安
に
対
す
る
町
の
見
解
は
。

【
Ａ
３
】

　

警
察
車
両
で
の
パ
ト

ロ
ー
ル
が
大
き
な
犯
罪
抑

止
力
に
な
る
こ
と
か
ら
、

町
全
域
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル

強
化
を
警
察
に
要
望
す
る
。

町
も
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
る
警
戒
、
関
係
団

体
等
と
の
連
携
活
動
の
ほ

か
、
警
察
Ｏ
Ｂ
の
巡
回
指

導
員
に
よ
る
出
前
相
談
等

を
西
部
地
域
に
お
い
て
実

施
す
る
な
ど
、
町
民
の
不

安
解
消
に
努
め
る
。

【
Ｑ
４
】

　

新
た
な
交
番
は
県
道
に

接
す
る
た
め
、
熊
野
ら
し

い
外
観
づ
く
り
が
な
さ
れ

て
も
よ
い
と
考
え
る
が
。

【
Ａ
４
】

　

意
見
を
踏
ま
え
、
町
の

立
場
か
ら
可
能
な
範
囲
内

で
努
力
を
し
て
み
た
い
。

〈沖田 ゆかり 議員〉Q
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A
東部地域防災センター建設計画の進捗状況は

〈町長〉

平成 33 年６月の開館に向け、設計業務の公募型建築プロポーザルを実施して
いる。

【
Ｑ
１
】

　

東
部
地
域
健
康
セ
ン

タ
ー
に
入
浴
設
備
が
あ
る

が
、
新
設
す
る
東
部
地
域

防
災
セ
ン
タ
ー
に
も
入
浴

設
備
を
整
備
す
る
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

長
期
避
難
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
機
能
と
し
て
、

500
人
程
度
の
収
容
を
想
定

し
、
シ
ャ
ワ
ー
室
を
設
置

す
る
。
防
災
訓
練
、
避
難

訓
練
等
で
使
用
す
る
ほ
か

は
、
平
時
に
は
使
用
し
な

い
方
針
で
あ
る
。

【
Ｑ
２
】

　

浴
室
を
廃
止
し
た
町
民

会
館
、
浴
室
の
あ
る
西
部

地
域
健
康
セ
ン
タ
ー
が
区

域
内
に
あ
る
く
ま
の
・
み

ら
い
交
流
館
に
も
シ
ャ

ワ
ー
室
は
設
置
す
る
の
か
。

【
Ａ
２
】

　

中
央
地
域
及
び
西
部
地

域
の
防
災
拠
点
施
設
と
し

て
、
両
施
設
に
も
シ
ャ

ワ
ー
室
を
設
置
す
る
方
針

で
あ
る
。

【
Ｑ
３
】

　

東
公
民
館
よ
り
大
き

い
施
設
を
計
画
し
て
い
る

が
、
今
後
の
利
用
見
込
み

に
よ
る
も
の
か
、
災
害
時

を
踏
ま
え
て
の
も
の
か
。

【
Ａ
３
】

　

東
部
地
域
防
災
セ
ン

タ
ー
か
ら
1.5
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
圏
内
の
土
砂
災
害
警
戒

区
域
人
口
や
昨
年
の
豪
雨

時
の
避
難
率
を
基
に
施
設

規
模
を
設
定
し
、
災
害
に

備
え
る
こ
と
と
し
た
。

【
Ｑ
４
】

　

ペ
ッ
ト
同
伴
者
用
の
機

能
を
持
た
せ
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
動
物
が
苦
手
、
あ

る
い
は
、
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー

体
質
の
避
難
者
へ
の
配
慮

は
ど
う
す
る
の
か
。

【
Ａ
４
】

　

公
募
型
建
築
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
お
い
て
、
ペ
ッ
ト

同
伴
者
に
対
応
で
き
る
機

能
の
提
案
も
求
め
て
お
り
、

配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
。

〈民法 正則 議員〉Q

Q
A

豪雨災害を受けて今後の河川管理は

〈町長〉

町管理河川、16 河川、63 箇所の被害箇所の早急な復旧を図っ
ていく。

竹爪 憲吾議員

【
Ｑ
１
】

　

崩
れ
た
護
岸
の
整
備
現

状
と
今
後
の
予
定
は
。

【
Ａ
１
】

　

被
災
直
後
に
大
型
土
の

う
な
ど
で
仮
復
旧
。
護
岸

復
旧
の
予
定
は
、
県
管
理

河
川
は
順
次
発
注
さ
れ
、

町
管
理
で
は
４
河
川
の
工

事
を
発
注
済
。
こ
れ
以
外

の
箇
所
も
順
次
発
注
す
る
。

【
Ｑ
２
】

　

川
底
に
堆
積
し
た
土
砂

の
取
り
除
き
の
予
定
は
。

【
Ａ
２
】

　

県
管
理
の
二
級
河
川

で
は
、
県
が
実
施
箇
所
の

選
定
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

町
管
理
の
石
風
呂
川
や
道

上
川
な
ど
は
応
急
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
作

業
を
既
に
終
わ
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

河
川
の
氾
濫
に
備
え
る

た
め
に
水
位
計
や
監
視
カ

メ
ラ
等
の
積
極
的
な
策
を

講
じ
る
予
定
は
。

【
Ａ
３
】

　

二
級
河
川
の
氾
濫
が
予

想
さ
れ
る
箇
所
に
水
位
計

を
設
置
す
る
よ
う
、
県
に

要
望
し
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

護
岸
整
備
の
際
、
狭
い

川
幅
を
広
げ
る
計
画
は
。

【
Ａ
４
】

　

災
害
復
旧
の
工
事
は
、

災
害
前
の
状
態
に
戻
す
工

事
で
あ
る
た
め
難
し
い
。

【
Ｑ
５
】

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、

災
害
時
に
対
策
本
部
と
な

る
庁
舎
付
近
の
危
険
箇
所

の
拡
幅
を
早
期
に
望
む
が
。

【
Ａ
５
】

　

課
題
が
多
く
、
ま
ず
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

【
Ｑ
６
】

　

河
川
を
監
視
す
る
カ
メ

ラ
の
設
置
は
。

【
Ａ
６
】

　

情
報
収
集
し
、
調
査
研

究
し
て
い
く
。

公共施設

管理・整備

A
豪雨災害支援金の使い道は

〈町長〉

使途を明確にするため、全額を「筆の里づくり基金」へ積み立て、住民による
防災・減災の取り組みを加速させるような事業に活用する。

【
Ｑ
１
】

　

支
援
金
の
受
付
は
、
い

つ
か
ら
始
め
て
、
ど
の
よ

う
に
説
明
し
て
き
た
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

支
援
金
の
受
付
は
「
ふ

る
さ
と
納
税
」、「
郵
便
局

口
座
振
込
」、「
支
援
金
箱

等
へ
の
直
接
寄
付
」
の
３

方
法
で
行
っ
て
い
る
。「
ふ

る
さ
と
納
税
」
は
７
月
９

日
、「
郵
便
局
口
座
」
は
７

月
18
日
に
開
設
し
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
た
。

【
Ｑ
２
】

　

支
援
金
と
義
援
金
の
違

い
が
分
か
り
に
く
い
。
義

援
金
が
被
災
者
に
届
く
に

は
時
間
が
か
か
る
と
思
っ

て
い
た
が
、
支
援
金
よ
り

先
に
配
分
さ
れ
た
の
は
な

ぜ
か
。

【
Ａ
２
】

　

義
援
金
は
現
在
第
３
次

ま
で
配
分
さ
れ
て
い
る
。

　

支
援
金
に
つ
い
て
は
災
害

弔ち
ょ
う
い慰
金
、
見
舞
金
と
し
て
、

町
の
第
１
回
支
給
分
を
８

月
10
日
に
支
給
し
た
。
支
援

金
の
額
は
、
１
月
末
現
在
、

９
４
１
９
万
４
２
１
６
円

で
、
全
額
を
基
金
に
積
み
立

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
充

当
す
る
。
実
際
に
は
被
災
者

に
は
早
く
か
ら
届
け
ら
れ
た

形
に
な
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

支
給
分
、約
１
２
０
０
万

円
の
残
り
で
あ
る
、
約

８
０
０
０
万
円
を
プ
ー
ル

し
て
お
い
て
、
そ
の
都
度

使
う
の
は
納
得
で
き
な
い
。

【
Ａ
３
】

　

支
援
金
の
活
用
方
針
と

し
て
、「
被
災
者
支
援
及

び
生
活
再
建
支
援
に
資
す

る
事
業
」、「
住
民
に
よ
る

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
事
業
」、「
防

災
・
減
災
対
策
ソ
フ
ト
事

業
」
に
充
当
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
来
年
度
以
降

も
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
に
沿
っ
た
施
策

を
進
め
る
た
め
に
大
切
に

活
用
す
る
。

〈立花 慶三 議員〉Q その他の
町行政

今
月
の
表
紙

「
熊
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
」
練
習
の
様

子
（
熊
野
第
三
小
学
校
６
年　

永
谷
歩
夢
く
ん
）

　

現
在
、
呉
地
区
少
年
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
連
盟
に
加
盟
し
て

お
り
、
熊
野
第
一
小
か
ら
第

四
小
の
４
校
全
て
の
小
学
校

か
ら
24
名
の
子
ど
も
達
が
在

籍
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
土

曜
午
前
は
第
四
小
、
日
曜
午

前
は
第
三
小
で
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
更
に
、
月
曜
と
水

曜
は
第
三
小
で
ナ
イ
タ
ー
練

習
も
行
い
、
日
々
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
、

体
力
づ
く
り
や
「
あ
い
さ
つ
」

な
ど
の
礼
儀
も
指
導
し
て
い

ま
す
。
県
大
会
や
中
国
大
会

に
出
場
し
、
Ｕ
‐
15
日
本
代

表
に
も
選
出
さ
れ
る
な
ど
、

目
標
に
向
か
っ
て
練
習
や
試

合
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
見
学
や
体
験
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
代
表　

染
川　

博
昭

電　
　

話　

854
‐
２
７
６
７

永年の功績により受賞！　〜自治功労者等表彰〜

　「平成 30 年度自治功労者等表彰式」が、２月 21 日にパルテ・ザ・スタイル・オブ・ウェディングで
開催されました。本議会からは、町議会議員として永年にわたり在職し、地域振興と住民福祉の向上
に貢献された山野 千佳子議員と久保隅 逸郎議員が、議員在職 27 年以上として、全国町村議会議長会
会長から表彰を受けられました。受賞おめでとうございます。

◀︎
山
野 

千
佳
子 

議
員

◀︎
久
保
隅 

逸
郎 

議
員

　

 

全
表
彰
者
を
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
る
山
野

◀︎
議
員



くまの議会だより　第110号 ⑯
｢くまの議会だより｣は再生紙と、認定を受けた
環境にやさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

あ

と

が

き

次の定例会は

議会だより題字

表紙写真

６月11日（火曜日）

小田原正龍さん

輝け！熊野町スポーツ少年団
（熊野ソフトボールスポーツ少年団）

熊野町議会災害対策特別委員会　最終報告

　平成 30年８月 22日の８月臨時会において設置された、熊野町議会災害対策特別委員会の荒瀧穂積
委員長から、委員会に付託された件の調査、研究を終了したことが次のとおり報告されました。

開会を予定しています。

　熊野町議会災害対策特別委員会においては、平成 30年７月豪雨による災害を踏まえ、自然災害発
生時に議員間において被災状況等の情報を共有し、住民の安全・安心の確保等、熊野町の将来に向け
たまちづくりに資することを目的に、平成 30年９月６日から平成 31年３月６日の間、合計８回にわ
たり委員会を開催し、議員間における確認事項や町への要望事項など調査及び研究を行いました。

報告事項（要約）
　（１）議員間における確認事項
　・�議員は、災害が発生しそうなとき又は災害が発生したときにおいては、まず自らの命を守り、そ
の上で議会及び議員に求められる対応が図れるよう万全を期すこと。

　・�災害発生時、議員は、本委員会で定めた「熊野町議会における災害発生時の対応要領」により対応し、
情報共有等に努めること。また、要領に沿った行動がとれるよう、事前に災害発生時にとるべき
行動を想定するなど、対応について理解すること。

　・近隣市町議会と連携し、被災状況及び復興計画の共有を図ること。

　（２）町への要望事項　～全町民が教訓として共有し、永久に後世に受け継ぐことを願って～
　＜短期的に＞
　・�雨量計、防災カメラ等、可能な設備の整備、町独自又は各機関との連携などによりきめ細かな情
報収集をし、人命最優先のうえ、発災前に避難勧告を発する等、町民の早期避難誘導に努めること。

　＜中期的に＞
　・ハザードマップ、気象予警報、その他避難行動に資する情報を町民に周知徹底すること。
　・�特に土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）や土砂災害警戒区域（イエローゾーン）内に居住し
ている町民にはその危険性を十分認識するよう取り図らうこと。

　・�災害弱者を考慮した自主防災活動の誘導と、そのためのリーダー育成に努めること。
　・�町職員は町民の避難誘導や避難所の開設、また、発災後の避難所の運営などにより、業務、住民サー
ビスの低下にならないよう日ごろから意識・検討すること。

　＜長期的に＞
　・�盆地である熊野町は、四周に土砂災害警戒区域（イエローゾーン）があり、自然災害に弱いこと
が露呈した。平成 30 年７月豪雨から学んだ様々な教訓を整理蓄積し、課題を常に議論し、100
年先を見据えた自然災害死「０」のまちづくりに取り組むこと。

　

新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
議
会

広
報
特
別
委
員
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
に
、
議
会

の
様
子
を
分
か
り
易
く
、
そ

し
て
開
か
れ
た
町
議
会
を
目

指
し
て
「
議
会
だ
よ
り
」
の

編
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▶︎ 

新
メ
ン
バ
ー
の
８
人


